
  

協議会会議概要 

会議の名称 第１回座間総合病院連絡調整協議会（書面会議） 

開 催 日 時 令和３年２月３日（火曜） 

開 催 場 所 書面にて会議を開催 

出 席 者 
秋山会長、山田副会長、原委員、五十棲委員、山﨑委員、渡委員、

森委員、田所委員、佐藤委員、池田委員 

事 務 局 健康部医療課 

公開の可否  □公開 ☑一部公開 □非公開  傍聴人数  － 

非公開・一 

部公開とし 

た理由 

病院事業者の内部情報が含まれていることから会議は非公開 

  

  

議 題 

⑴ 「病院の開設及び運営に関する基本協定書」の状況確認につい

て 

⑵ 座間総合病院との施策連携について 

⑶ 『「病院の開設及び運営に関する基本協定書」第５条第３項に基

づく一般急性期病棟の取り扱いに関する覚書』に基づく現状報

告について 

資料の名称 

・各議題説明資料 

・基本協定の遵守状況等について 

・座間総合病院 患者数・医師数実績 

・救急患者 他医療機関転院搬送事例 

・救急搬送推移 

・紹介・逆紹介件数 

・施策連携表 

・「病院の開設及び運営に関する基本協定書」第５条第３項に基づ

く一般急性期病棟の取り扱いに関する覚書 

・「病院の開設及び運営に関する基本協定書」第５条第３項に基づ

く一般急性期病棟の取り扱いに関する変更覚書 

・救急受入計画に係る比較表 

・座間・綾瀬・海老名消防救急搬送推移 

・座間総合病院救急搬送実績 

               



  

各議題の御意見等について 

 

議題（１）「病院の開設及び運営に関する基本協定書」の状況確認について  

  ●二次救急輪番制については、令和２年度下期に9日/月から10日/月に参加日数を

拡大され、救急の市内搬送件数が毎年徐々に伸びていることに感謝します。引

き続きご努力をお願いします。小児救急については、一日も早く実施できるよ

う引き続きご努力をお願いします。 

●新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中、医療体制の確保がさらに厳

しい状況であることは重々承知しておりますが、小児二次救急医療の体制実現

に向け、ご尽力いただきますようお願いします。 

●小児救急が全く行われていないのは、開設の経緯から、誠に遺憾と言わざるを

得ません。この事が風化状態となりつつある事は、憂慮すべき点だと思います。  

  ●二次救急の当番回数が増え、救急車の市内搬送率も増加しており、努力が数字

になっているものと思われます。小児救急については、医師数から大変かと思

われますが、１名の医師は海老名総合病院の当直を兼務されていると聞いてお

りますし、もう１名の医師は次年度より小児一次救急についての御協力をいた

だけることとなっており、可能なことから実行されているのは評価すべきです。 

 

議題（２）座間総合病院との施策連携について 

  ●座間総合病院が本来果たすべきことは、一次健康や予防接種といった事業では

なく、高度な医療や二次的な救急事業等であると思っています。  

  ●一昨年から医師会で話題となっている災害時の対応については、貴院、相模台

病院を頂点として医療体制の構築を考えています。コロナ感染症の収束の後に

は、行政を交えて、対応について一緒に考えていきたいと思っています。御協

力をよろしくお願いいたします。 

 

議題（３）『「病院の開設及び運営に関する基本協定書」第５条第３項に基づく一般

急性期病棟の取り扱いに関する覚書』に基づく現状報告及び期間延長

（変更覚書）について 

  ●よろしいと思います。 

  ●協定書を遵守して実行していただくのが、最終目標とは思いますが、開院時と

は地域のニーズ等も変化しているものと思われ、いずれかの時期に協定書の一

部は見直さざるを得ないものと思われます。今後も安定した経営の上で、市民

の健康を守っていただくよう、よろしくお願いいたします。 

 

その他 

  ●コロナ禍での発熱外来等の御協力、大変感謝しております。 


